
産業振興計画 近隣市 骨子・フレームまとめ          （目次抜粋） 
船橋市商工業戦略プラン（商工）  一部 KRI あり（642,678 人） 柏市産業振興戦略ビジョン（商工） 一部 KPI あり（429,968 人） 成田市産業振興計画（商工）     KPI なし（132,749 人）

序章 船橋市商工業戦略プラン策定の趣旨     
１ 策定の目的 
２ 戦略プランの計画期間 
３ 戦略プランの位置づけ 
 
第１章 本市の商工業を取り巻く現状と課題 
１ 社会・経済の潮流変化 
２ 本市の商工業の現状・課題 
（１）商工業の現状 
（２）商工業が抱える主な課題 
（３）商工業のポテンシャル 
 
第２章 商工業戦略プランの基本方針 
１ １０年後の将来像 
２ 施策の体系 
 
第３章 １０年後の将来像の実現に向けた実施計画 
１ 商業戦略 
（１）商業戦略の目標 
（２）商業の基本戦略・施策 
２ 工業戦略 
（１）工業の戦略目標 
（２）工業の基本戦略・施策 
３ 横断的戦略 
（１）横断的戦略の目標 
（２）横断的戦略の基本戦略・施策 
 
第４章 重点プロジェクト 
１ 重点プロジェクト設定の意図 
２ 重点プロジェクトの概要 
３ 重点プロジェクトの進め方 
 
第５章 商工業戦略プランの推進に向けて 
１ 計画の推進体制 
２ 関係主体の役割 
３ 重点プロジェクトの役割分担 
４ 戦略指標 

１ 柏市産業振興戦略ビジョンとは 
（１）ビジョンの目的 
（２）ビジョンの位置づけ 
（３）ビジョンの計画期間 
 
２ 現状と課題 
（１）我が国の産業構造の変化と国の対応 
（２）柏市産業の状況と TOPICS 
（３）柏市産業の強みと弱み(SWOT 分析) 
（４）柏市産業の課題 
 
３ 柏市の強みを踏まえた将来の展望について 
（１）柏市の産業振興の基本理念 
（２）柏市産業振興戦略ビジョンの目標 
（３）基本戦略 
（４）戦略に基づく施策体系 
 
４ 各施策の取組 
 
５ 計画の推進と効果測定について 
（１）推進体制 
 
６ 各種計画の連携について 
（１）上位計画 
（２）関係計画 
 
 
 
 

第１章  本計画について 
第１節 計画策定の目的 
第２節 計画の位置づけ 
第３節 計画の期間 

 
第２章 成田市の地域特性と商工業の実態 
第１節 地域特性 
第２節 商工業の概況 
第３節 事業者・消費者の実態と意識 
第４節 成田市をめぐる社会経済の動向 

  
第３章 成田市商工業のポテンシャルと課題 
第１節 成田市商工業のポテンシャル 
第２節 商工業振興の課題 

 
第４章 商工業振興の基本的な考え方 
第１節 基本理念 
第２節 基本目標 

 
第５章 施策の方向 
第１節 施策の体系 
第２節 施策の展開 
 １ 賑わいの創出と地域経済の活性化 
２ 空港を活用した基幹産業の育成 
３ 観光集客による多様な地域産業の振興 
４ 内発型の商工業振興体制の充実 
第３節 具体的な展開に向けて 

 
第６章 計画の推進 
 第１節 関係主体の役割 
第２節 計画の推進体制等 

 
 

船橋市では 10 年後の将来像を『「チーム船橋」でつなぐ市民力と産

業力「オンリーワンシティ船橋」』の実現に向けた戦略プランとなって

いる。 
内容については、目的、計画期間、位置づけなどの趣旨をはじめに、

現状、課題、そして課題解決に向けた基本方針、実施計画、後半では

戦略目標、施策などで構成されている。 
また、船橋市は、短期・中期・長期に分けて役割を明確にしており、

産業規模が大きく、商業、工業と分けての戦略的プランとなっている。 
 

柏市ではこれまでの取組や新たな社会構造・産業構造の変化を勘案

し、柏市の強みを活かした産業の中長期的な方向性を示すため「柏市

産業振興戦略ビジョン」が策定されている。 
内容については、目的、位置づけ、計画期間からはじまり、現状・

課題、ビジョンの目標、基本戦略、そして計画の推進と施策体系、各

種計画の連携で構成されている。 
また、柏市はビジョンの中に商工業のほか、農業、観光も取り込み、

計画期間を５年間とし、５年後の目標値を一部設定している。 
 

成田市では社会・経済情勢の変化に遅れることなく、経済発展を推

進するため「成田市商工業振興計画」を策定している。 
内容については、目的、商工業の実態、ポテンシャルと課題、基本

目標のほか施策の方向づけ、計画の推進で構成されている。 
この計画は「『住んでよし、働いてよし、訪れてよし』の成田市のま

ちづくり」を基本理念として、４つの基本目標とこれを実現するため

の施策の方向を中・長期的な視点で示し、成田市の地域特性や優位性

を活かした商工業の振興を図るものとしている。 
 

 



産業振興計画 近隣市 骨子・フレームまとめ          (目次抜粋) 
富里市産業振興ビジョン（農商工）  KPI なし （50,245 人） 習志野市産業振興計画（農商工）   KPI なし （173,848 人） 京田辺市産業振興ビジョン（農商工） KPI あり （70,172 人） 

Ⅰ 産業振興ビジョンの策定に当たって 
 １ 産業振興ビジョン策定の目的 
 ２ 富里市産業振興基本条例 
 ３ 産業振興ビジョンの位置付けと計画期間 
 ４ 産業振興ビジョンの策定の視点 
 
Ⅱ 現状と課題  
 １ 富里市の経済基盤と産業構造の概況 
 ２ 富里市の施策の現状 
 ３ 富里市の産業の課題 
 ４ 成田国際空港を含めた近隣市町との広域的な課題 
 
Ⅲ 産業構造の方向性 
 １ 産業振興の基本方針 
 ２ 基本方針に基づく具体的方策 
 ３ 成田国際空港との共生・共栄 
 ４ 地域資源の活用 
 ５ 新しい産業の創造 
 ６ 観光の振興 
 
Ⅳ 計画の推進 
 １ 産業振興ビジョンの推進体制 
 ２ 産業振興ビジョンの進行管理 
 
 
 

１章 産業振興計画の策定にあたって 
（１）策定の趣旨 
（２）計画の位置づけ・実施期間・構成 
（３）計画のポイント 
（４）計画の推進にあたって 
 
２章 習志野市の産業を取り巻く現状と課題 
（１）習志野市を取り巻く社会・経済環境 
（２）産業部門別の現状と課題 
 
３章 計画の基本目標と施策体系 
  
４章 事業計画 
戦略１ 中小企業の経営支援 
戦略２ 商業の振興 
戦略３ 工業の振興 
戦略４ 都市農業の振興 
戦略５ まちづくりの観光振興 
戦略６ 新たな産業育成と産学民官連携の推進 
戦略７ 勤労者支援と新たな人材活用 

 
５章 資料編 
 

第１章 産業振興ビジョン策定にあたって 
１ 策定の目的・必要性と基本的な考え方 
２ ビジョンの位置づけ 

 
第２章 京田辺市産業を取り巻く状況 
１ 京田辺市の概況 
２ 産業の概況 
３ 京田辺市産業の現状のまとめと課題 

 
第３章 京田辺市産業のビジョン 
１ 全体ビジョン 
２ 分野別ビジョン 
３ 分野別基本方針 
４ 分野間の連携 
５ ビジョンを通じて実現を目指すまちの姿 

 
第４章 ビジョン実現に向けた方針と戦略 
１ 農業振興のビジョン 
２ 商業振興のビジョン 
３ 工業振興のビジョン 
４ 観光振興のビジョン 

 
 

富里市では「富里市総合計画」でまちづくりの基本理念を『みんな

でつくる笑顔あふれるまち・富里』とし、総合的・継続的にまちづく

りを進めており、総合計画で定めたまちづくりの目標を実現するため

には産業振興が重要であることから、富里市産業振興ビジョンを策定

している。 
内容については、目的や計画期間、現状と課題のほか具体的方策、

地域資源の活用、進行管理などの計画推進で構成されている。 
また、このビジョンは、市内の農業・商業・工業・観光の各産業に

おける現状と課題を見つめ直し、地域性や独自性を踏まえ、各産業と

市が一体となって目指すべき方向性を定めるものとなっている。 
 
 
 

習志野市では、「習志野市産業振興基本条例」のもと平成２０年度か

ら産業振興計画を策定し、地域経済の発展や産業振興にかかる様々な

施策に取り組んでいる。 
内容については、産業振興計画の趣旨・ポイントからはじまり、現

状と課題、将来の展望、施策目標・体系、事業計画で構成されている。

また、平成２６年４月にスタートした習志野市前期基本計画におい

て、市内産業の持続的・安定的発展を目指し、「にぎわいと活力を創出

する地域経済・産業の振興」の推進を位置づけており、平成２７年度

からは新たな基本方針を定め、基本計画と連動した計画となってい

る。 
 
 

京田辺市では、持続的な発展を目指し、中長期的視点による戦略的

な産業振興施策を展開し、自立可能な地域経済基盤を確立するために

10 年間の計画となる産業振興ビジョンを策定している。 
内容については、策定にあたる基本的な考え方からはじまり、市の

概況、現状と課題、そして全体ビジョンと基本方針を示し、各産業の

ビジョンで構成されている。 
また、このビジョンでは「事業者と市民がともに手を取り、快適な

事業環境と豊かな生活を創造するまち」を全体ビジョンとし、農業、

商業、工業、観光それぞれの産業分野でのビジョンを示し、全体的に

方向性が整理されたビジョンとなっている。 
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